
 
　�看護師として働きませんか

　当院では、看護師として一緒に働く仲間を募集してい
ます。育児支援の一環として、院内保育所や病児保育所
を完備するなどサポート体制も充実しています。昨年度
は、病院敷地内に母子・父子宿舎を開設しました。くわ
しくは、看護局長室（10120-314043）まで気軽に問い
合せてください。
〈母子・父子宿舎の概要〉
入居要件／当院に勤務予定の看護師で、母子家庭・父子
家庭の人
間取り／２ＬＤＫ
家賃（月額）／8,000～9,000円

 
　�夏休みに小中高生向け職場体験を開催します

　今年も地元の小中高生を対象に、職場・職業体験プロ
グラムを開催します。夏休み中は多くの児童、生徒が当
院を訪れますので、皆さんの理解と協力をお願いします

（職場体験の募集は終了しました）。

 
　�「紹介」「逆紹介」に理解と協力を

　国は来るべき「超高齢化社会」に備え、地域全体で皆さ
んの健康を支える「地域完結型医療」を推進しています。
そのためには、それぞれの医療機関が役割を分担するこ
とが重要であるとされています。この地域でも、皆さん
の身近にあるかかりつけ医と当院が連携を強化し、情報
交換をしながら、病状に応じた医療を提供することを推
進しています。
　健康に不安がある場合は、まずかかりつけ医に相談し
ましょう。その上で専門的な治療が必要と判断されたら、
かかりつけ医から発行される当院への紹介状を持って受
診してください。治療が終わり病状が安定した場合は、
近くの適切な医療機関などを紹介する「逆紹介」を行って
います。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　体には体温を一定に保とうとする体温調節機能が備
わっています。しかし気温や湿度が高いときなどに、熱
がうまく放出されず体内にこもると熱中症に陥ってしま
います。初夏や梅雨明けなど、体が暑さに慣れていな
いのに気温が急上昇するときは特に注意が必要です。
　熱中症は少しの工夫で予防することができます。正
しい知識を身に付け、夏の暑さに備えましょう。
暑さを避ける
　高温、多湿、直射日光下で長時間過ごすと危険です。
日陰を利用し、小まめに休憩しましょう。日傘や帽子を
活用し、室内では扇風機やエアコンを利用しましょう。
涼しい服装で過ごす
　通気性が良く、吸湿性、速乾性のあるものを選び、
クールビズなどゆったりした衣服で過ごしましょう。
小まめに水分補給をする
　喉の渇きを感じる前に、早めの水分補給を心掛けま
しょう。1日に1.5ℓ程度が目安です。日常生活では

水やお茶などで水分補給をし、長時間の運動や炎天下
での作業などで大量の汗をかいたときは、スポーツ飲
料などでナトリウムを補給しましょう。
幼児は特に注意
　幼児は体温調節機能が十分発達していません。日差
しの強い晴れた日は、地面に近いほど温度が高くなる
ので特に注意が必要です。顔が赤く、ひどく汗をかい
ている場合は、涼しい場所で十分な休息を取らせま
しょう。
高齢者の注意点
　高齢者は温度に対する感覚が弱くなるので、室内で
も熱中症になることがあります。温度計を置き、室温
28℃を超えないように気を付けましょう。

【健康管理課保健師】
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熱中症を予防しよう
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